
総務常任委員会協議会に対する栗東健康運動公園整備事業の進捗状況の説明について 

 

令和 6 年 12 月 

健康運動公園整備事業推進課 

 

●趣 旨 

・このことについて、総務常任委員会の協議会より当該事業に関する今日までの進捗状況について

勉強会として説明を求められたことから別添資料にて説明を行うもの。 

※当該事業については、令和５年度にりっとう未来創造会議で協議した事業であることから、その

事業進捗報告を兼ねたものとして説明する。 

 

 

●12 月議会 総務常任委員会 協議会 での説明資料 

・資料２  栗東健康運動公園整備事業の進捗状況経過について 

・資料３  総務常任委員会協議会（説明資料） 

 

 

<参考資料>説明経過 

・令和 4 年 3 月 栗東健康運動公園基本計画を策定 

・令和 4 年 4 月 栗東健康運動公園基本設計 着手 

・令和 4 年 12 月 ＪＲＡと協定書締結 

・令和 5 年 7 月 地元説明会（小野、北尾団地、栗東ﾆｭｰﾊｲﾂ、） 

・令和 5 年 8 月 葉山東学区説明会 

・   〃      議会説明会（8 月）（周辺自治会への事業説明実施状況） 

・令和 5 年 10 月 第 1 回 栗東健康運動公園整備懇談会 開催 

・   〃      議会説明会（10 月）（基本設計に伴う事業者への事前ﾋｱﾘﾝｸﾞ報告） 

・令和 6 年 2 月 議会説明会（2 月）（基本設計に伴う事業者への事前ﾋｱﾘﾝｸﾞ報告 2 回目） 

・令和 6 年 3 月 第 2 回 栗東健康運動公園整備懇談会 開催 

・令和 6 年 5 月 第 3 回       〃 

・令和 6 年 7 月 議会説明会（7 月）（サウンディング調査の実施について報告） 

・  〃       サウンディング調査実施 

・令和 6 年 10 月 議会説明会（10 月）（サウンディング調査の結果について報告） 

・令和 6 年 11 月 第 4 回 栗東健康運動公園整備懇談会 開催 

 

 

 

令和 6 年 12 月 12 日 

総合調整会議 資料 1 



 令和 6 年 12 月 12 日 
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栗東健康運動公園整備事業の進捗状況経過について 

令和 6 年 12 月 

健康運動公園整備事業推進課 

 

●経過報告 

・令和 4 年 3 月 栗東健康運動公園基本計画を策定 

・令和 4 年 4 月 栗東健康運動公園基本設計 着手 

・令和 4 年 12 月 ＪＲＡと協定書締結 

・令和 5 年 7 月 地元説明会（小野、北尾団地、栗東ﾆｭｰﾊｲﾂ、） 

・令和 5 年 8 月 葉山東学区説明会 

・   〃      議会説明会（8 月）（周辺自治会への事業説明実施状況） 

・令和 5 年 10 月 第 1 回 栗東健康運動公園整備懇談会 開催 

・   〃      議会説明会（10 月）（基本設計に伴う事業者への事前ﾋｱﾘﾝｸﾞ報告） 

・令和 6 年 2 月 議会説明会（2 月）（基本設計に伴う事業者への事前ﾋｱﾘﾝｸﾞ報告 2 回目） 

・令和 6 年 3 月 第 2 回 栗東健康運動公園整備懇談会 開催 

・令和 6 年 5 月 第 3 回       〃 

・令和 6 年 7 月 議会説明会（7 月）（サウンディング調査の実施について報告） 

・  〃       サウンディング調査実施 

・令和 6 年 10 月 議会説明会（10 月）（サウンディング調査の結果について報告） 

・令和 6 年 11 月 第 4 回 栗東健康運動公園整備懇談会 開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



総務常任委員会 協議会

（説明資料）

令和６年１２月１６日

令和6年12月12日
総合調整会議 資料3



説明事項

・事業の概要について ・・・ P. 3～8

・想定している官民連携イメージについて ・・・ P.9

・サウンディング調査の概要と結果について ・・・ P.10～１1

・イニシャルコストおよびランニングコストの資金スキームについて

・・・ P.12～14

・今後のスケジュールについて ・・・ P.15 
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栗東市及び栗東健康運動公園の概要

■栗東市の概要

人口：約7万人（R5.3現在）

面積：約53km2

■栗東市の概要

人口：約7万人（R5.3現在）

面積：約53km2

栗東健康運動公園

栗東トレーニングセンター栗東トレーニングセンター

■栗東健康運動公園へのアクセス

名神高速栗東ICから約1.5km
栗東IC～大阪吹田IC 60km（50分）

京都南IC 30km（25分）
愛知小牧IC 110km（90分）

■栗東健康運動公園へのアクセス

名神高速栗東ICから約1.5km
栗東IC～大阪吹田IC 60km（50分）

京都南IC 30km（25分）
愛知小牧IC 110km（90分）

出典：国土地理院ウェブサイト（https://www.gsi.go.jp）

栗東市

国道１号栗東水口道路Ⅰ（整備中）国道１号栗東水口道路Ⅰ（整備中）

主要地方道
大津能登川長浜線
（山手幹線）（整備中）

主要地方道
大津能登川長浜線
（山手幹線）（整備中）

■栗東健康運動公園の概要

所在：滋賀県栗東市小野
面積：約9.4ha

■栗東健康運動公園の概要

所在：滋賀県栗東市小野
面積：約9.4ha
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栗東健康運動公園の整備方針

市道小野六地蔵線

自然環境保全体験ゾーン自然環境保全体験ゾーン

栗東マーケットゾーン栗東マーケットゾーン

馬とのふれあいゾーン馬とのふれあいゾーン

市道小野六地蔵線

屋内馬場屋内馬場

厩舎厩舎

ホーストレイルホーストレイル

自然遊び場自然遊び場

芝生広場芝生広場

調整池調整池

環境保全緑地環境保全緑地

駐車場駐車場

経堂池経堂池

■基本方針

■ゾーニング

馬施設管理棟馬施設管理棟

・事務所
・ホール
・多目的室

公園管理施設公園管理施設

にぎわい施設にぎわい施設

■馬と触れ合える拠点づくりの推進
公共施設等を活用した馬事業の展開

■社会参加の促進と就労支援の促進

■高齢者の健康・生きがいづくりの推進
■福祉や教育分野における馬の活用

■親しみのある公園の整備
■社会参加の促進と就労支援の促進
■高齢者の健康・生きがいづくりの推進

■防災基盤の整備、地域消防力の強化

■馬と触れ合える拠点づくりとの連携
・馬関連施設との連携

・市の馬関連事業への取り組み支援

馬とのふれあいゾーン馬とのふれあいゾーン

栗東マーケットゾーン栗東マーケットゾーン ■環境学習を推進し、人材育成を図る
■馬と触れ合える拠点づくりの推進

公共施設等を活用した馬事業の展開
■防災基盤の整備

自然環境保全体験ゾーン自然環境保全体験ゾーン

屋外馬場屋外馬場

エントランスエントランス

環境保全緑地環境保全緑地

丘陵地の自然

『市民とつくる公園』
交流・賑わい・癒し

市民 来訪者

馬 レクリエーション

健康増進

福 祉
馬とのふれあい・セラピー

福祉・健康の増進に寄与する施設整備

防 災
防災拠点の創出
仮設住宅用地の確保

教 育
馬を活かした情操教育の場
栗東ならではの人材育成公園

『栗東ホースパーク』

商業・観光
栗東ブランドのショップ・カフェ等を設置
知名度を活かした観光拠点の整備

環 境
自然環境の保全・活用・整備
自然環境の循環管理

市民とともにつくる公園『栗東ホースパーク』

・・・栗東にしかできないチャレンジ

ふれあい牧場ふれあい牧場 リラックススペースリラックススペース

ドッグランドッグラン

自然観察スポット自然観察スポット

テラステラス

トイレトイレ

トイレトイレ

・カフェ
・研修室
・物販

大屋根大屋根

遊び場遊び場

駐車場駐車場

馬ミュージアム馬ミュージアム

防災施設防災施設

駐車場駐車場

駐輪場駐輪場

駐輪場駐輪場

4



栗東健康運動公園の整備方針

屋内馬場屋内馬場

厩舎厩舎
ホーストレイルホーストレイル

自然遊び場自然遊び場

芝生広場芝生広場

環境保全緑地環境保全緑地

にぎわい施設にぎわい施設

■馬と触れ合える拠点づくりの推進
・公共施設等を活用した馬事業の展開
・市の馬関連事業への取り組み支援

■社会参加の促進と就労支援の促進

■高齢者の健康・生きがいづくりの推進
■福祉や教育分野における馬の活用

馬とのふれあいゾーン馬とのふれあいゾーン

■環境学習を推進し、人材育成を図る

■馬と触れ合える拠点づくりの推進
公共施設等を活用した馬事業の展開

■防災基盤の整備

自然環境保全体験ゾーン自然環境保全体験ゾーン

屋外馬場屋外馬場

■親しみのある公園の整備
■社会参加の促進と就労支援の促進

■高齢者の健康・生きがいづくりの推進
■防災基盤の整備、地域消防力の強化
■馬と触れ合える拠点づくりとの連携

・馬関連施設との連携
・市の馬関連事業への取り組み支援

栗東マーケットゾーン栗東マーケットゾーン

経堂池経堂池

調整池調整池

ドッグランドッグラン

ふれあい牧場ふれあい牧場

駐車場駐車場

馬施設管理棟
馬ミュージアム
馬施設管理棟
馬ミュージアム

大屋根大屋根公園管理棟公園管理棟

遊び場遊び場

駐輪場駐輪場

駐車場駐車場
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栗東健康運動公園の各ゾーンにおける主要導入施設と施策の展開イメージ①栗東健康運動公園の各ゾーンにおける主要導入施設と施策の展開イメージ

※令和４年３月に策定した公園基本計画では、「栗東マーケットゾーン」内にに「馬のミュージアム」を設置する計画とし
ていましたが、現時点では「馬とのふれあいゾーン」に設置する計画としています。

※

※
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栗東健康運動公園の各ゾーンにおける主要導入施設と施策の展開イメージ②
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栗東健康運動公園の各ゾーンにおける主要導入施設と施策の展開イメージ③
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栗東健康運動公園で想定している官民連携イメージ

馬関連施設

馬施設管理棟、厩舎、屋外馬場、
屋内馬場、馬のミュージアム、
リラックスゾーン、ホーストレ
イル、ふれあい牧場、ドッグラ
ン など

馬関連施設
（公設民営の公園施

設）

造成、整地、保全緑地伐開、調整
池、擁壁、雨水排水・汚水幹線、
給水引込み、主園路 など

園路、広場、遊具、ベンチ、大屋
根、公園管理棟、トイレ棟、柵、
植栽、雨水排水、照明電気施設、
防災施設（マンホールトイレ・か
まどベンチ） など

にぎわい施設棟、
屋外スペース など

公園隣接区域

安全対策

基盤部分 上物部分（広場等） にぎわい施設
（建物等）

P-PFI（公募設置管理許可） 管理許可

広場、園路等の公共部分
（特定公園施設）

カフェ等の収益施設
（公募対象公園施設）

公園全体の敷地造成、インフラ等
（公園区域）

管理許可

P-PFI（公募設置管理許可）

広場、園路等の公共部分
（特定公園施設）

カフェ等の収益施設
（公募対象公園施設）

園路、広場、遊具、ベンチ、大屋根、公園管理棟、
トイレ棟、柵、植栽、雨水排水、照明電気施設、
防災施設（マンホールトイレ・かまどベンチ） など

にぎわい施設棟、
屋外スペース など

馬関連施設
（公設民営の公園施設）

馬施設管理棟、厩舎、屋外馬場、屋内馬場、
馬のミュージアム、リラックスゾーン
ホーストレイル、ふれあい牧場、ドッグラン など

凡例

栗東市所有区域

※経堂池は自治会所
有

図１ 想定官民連携イメージ図

図２ 官民連携概念図

※図は基本設計（R6.3時
点）

栗東健康運動公園で想定している官民連携イメージについては基本計
画、基本設計の中で事前ヒヤリング等での調査も踏まえ、市としての整
備方針を一定の市場性、実現性を考慮し、作成したものです。
民間活力を導入し、公園管理者（市）の財政負担を軽減しつつ、都市

公園の質の向上、公園利用者の利便の向上を図ることを目的に、

・にぎわい施設（公募対象公園施設）と当該事業から生じる利益を活
用して広場、園路の一部を特定公園施設として一体的に整備する者
を公募する

・公設民営の公園施設として馬関連施設を市で設置し、管理許可施設
として馬関連事業を行うものを公募する

・自然環境保全体験ゾーンについては森林法上の残置森林の位置づけ
等もあることから、現時点で自然や地形を活かした遊び場としての
整備以上の計画はないが、事業者から魅力的な提案があった際には
さらなる事業展開について検討する

という区域分けをイメージしています。

〇にぎわい施設及び広場、園路について
事業者に広場、園路をP-PFI制度による特定公園施設として可能

な範囲で一体整備を求めることを想定しています。

〇馬関連施設について
馬関連事業の事業性から市でインフラ整備した上で設置管理許可

により事業者が施設運営をする手法を想定しています。

〇公園の維持管理について
にぎわい事業者に馬関連施設以外の一体としての管理（指定管理）

を求めることを想定しています。

≪参考≫現時点で導入を想定している民間活力導入手法の組み合わせについて

※本資料は、令和6年5月時点のものです。
整備・管理・運営内容については
サウンディング調査結果等、今後の検討により
変更となる場合があります。

●サウンディング調査により実現性を確認していきます。

●事業者より、より良い提案があった場合は手法の変更についても検討します。
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■栗東健康運動公園におけるサウンディング調査の概要

名称 栗東健康運動公園
場所 滋賀県栗東市小野40番地１ほか
規模 約9.4ha
施設 ①馬とのふれあいゾーン

屋内馬場、屋外馬場、馬施設管理棟、馬のミュージアム、厩舎、
リラックスゾーン、ホーストレイル、ふれあい牧場、ドッグラ
ンなど

②栗東マーケットゾーン
にぎわい施設、芝生広場、自然遊び場、水遊び場、駐車場など
の施設

③自然環境保全体験ゾーン
自然環境保全を前提とした、環境学習の場又は自然や地形を活
かした遊び場としての施設

上記①②③すべて又は一部のみでの官民対話の参加（意見・提案）が
可能です。

１ 調査名称

栗東健康運動公園（ホースパーク）サウンディング調査

２ 調査対象 サウンディング調査実施
要領の公表

事業に対する考え方、条件、サウンディング調
査の実施手順を記載した実施要領を公表します。

↓

合同事前説明会・現地見
学会の開催

サウンディング調査に関する合同事前説明会、
現地見学会を開催します。（※参加は必須では
ありません）

↓

サウンディング調査への
参加受付（エントリー）

サウンディング調査に参加される事業者の企業
名、個別対話の希望日時等をご提出いただきま
す。

↓
サウンディング調査簡易

提案書の受付
本事業参画意欲や事業内容、事業条件等につい
て、簡易提案書をご提出いただきます。

↓

個別対話の実施
簡易提案書に基づき、必要に応じ、民間事業者
と個別に対話しご意見・ご希望をお聞きします。

↓

結果の公表
頂いたご意見・ご希望を整理し、社名を含め可
能な範囲で公表します。

４ 調査フロー（５ サウンディング調査の実施手順）

公募に関する民間事業者へのサウンディング調査は以下のとおり
実施する予定です。

参考-１ スケジュール

市道 小野六地蔵線

③自然環境保全体験ゾーン③自然環境保全体験ゾーン

②栗東マーケットゾーン②栗東マーケットゾーン

①馬とのふれあいゾーン①馬とのふれあいゾーン

ゾーニング図

内容 日程
サウンディング調査実施
要領等の公表

令和６年７月２日（火）

合同事前説明会・現地見
学会の参加申込受付

令和６年７月２日（火）
～令和６年７月８日（月）17:00

合同事前説明会・現地見
学会の実施

令和６年７月12日（金）

質問受付、〆切
令和６年７月２日（火）
～令和６年７月19日（金）17:00

質問回答公表 令和６年７月26日（金）
サウンディング調査参加
受付（エントリー）、〆
切

令和６年７月２日（火）
～令和６年８月23日（金）

17:00

関心表明書・誓約書受付、
〆切

令和６年７月２日（火）
～令和６年８月23日（金）

17:00

サウンディング調査簡易
提案書受付、〆切

令和６年７月２日（火）
～令和６年８月23日（金）

17:00

個別対話の実施
令和６年９月６日（金）

～令和６年９月30日（月）

サウンディング調査結果
の公表

令和６年10月末頃

※本資料は、令和6年5月時点のものです。
整備・管理・運営内容については
サウンディング調査結果等、今後の検討により
変更となる場合があります。

参考-2 今後の取組みシナリオ

サウンディング
調査

・物件の市場価値に関わる民間事業者と市の直接対
話
・事業者公募に係る募集条件検討に向けた情報整理
・参加事業者名の公表によるマッチング環境の整備
・関心度の高い事業者などとの継続対話の機会確保

事業者公募の実現に向け
継続対話を実施

公募（令和７年度以降実施予定）内容への反映

調査結果の精査、
設計への反映

整備懇談会への報告
関係行政機関等との調整

〇提出を求める書類

・合同事前説明会・現地見学会申込書
・エントリーシート
・質問書
・簡易提案書 →事業参加の意欲、事業内容、事業条件等の提案
・関心表明書 →貸与資料（使用料、指定管理料の考え方）の申し込み
・誓約書 →秘密保持等についての誓約

３ 本調査の背景及び目的

本調査は、民間事業者の皆様との対話を通じ、事業参画条件の
把握や、本公園の魅力向上に資する整備・管理・運営内容の提
案を頂くサウンディング調査です。
頂いたご意見・提案等を踏まえ、本公園で想定する整備・管
理・運営内容の市場性の有無や事業スキームに対する民間事業
者の意向等を事前に把握することで、実現性の高い整備・管
理・運営内容を検討し、参入しやすい公募条件等、今後予定し
ている公募内容に反映することを目的としています。
本公園は令和12年度の開園を目指しています。

※サウンディング調査とは、公園の整備・管理・運営について
民間事業者の皆様から広く意見、提案を求め、対話を通じて市
場性や整備・運営等スキームを検討する為の調査です。
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■栗東健康運動公園・サウンディング調査（個別対話）の結果について

C 馬事業者の意見要旨・提案等

A 個別対話の参加状況

（１）期 間 9/11～10/1（計10日間）

（２）参加者 12社（にぎわい等６社、馬事業者６社）

①にぎわい等事業者 ・建設・造園 西武造園㈱、㈱内田組、㈱三東工業社

・商社・融資 双日グループ（双日㈱、双日商業開発㈱）、

㈱NECキャピタルソリューション

・農業公園 ㈱ワールドインテック

②馬事業者 （栗東市内） ㈲栗東ホースクラブ（RHC）、㈱TCC Japan

（その他） 栗東ホースパークプロジェクトチーム（RHPP）、

㈱JIN CONNECTION、㈲エルミオーレ、㈱乗馬クラブクレイン

〇ポジティブな意見・提案等

・馬施設は「公設民営」であり、馬事業者の参加意欲は高い。

●ネガティブな意見・提案等

・馬事業者は制約の少ない「単独参加」、または共同体でも馬事業部分を個別で担う形での参

画を希望している。

〇ポジティブな意見・提案等

・市内外から集客する仕組みが必要。「“「馬のまち」栗東”の馬事業」にはその魅力がある。

・駐車場台数は概ね了。

●ネガティブな意見・提案等

・立地的にアクセスはよいが、それだけでは収益性の担保が難しい（今後の詳細な計画次第）。

・事業提案は、公募条件や馬事業の条件整理が先にしないと具体化しにくい。

・P-PFIの範囲について市希望エリア全てを事業益だけで維持管理することには難しい。

□参考となる意見・提案等

・維持管理には「にぎわい収入」も「指定管理料収入」も両方必要。

・官民連携事業は事業期間が長いので物価高騰へはしっかりとした対応をお願いしたい。

B にぎわい事業者の意見・提案等

・これらの意見・提案を踏まえ、今年度基本設計を完了する

・次年度以降の事業者公募にむけサウンディング参加事業者と継続対話を実施

D 個別対話の総括

〇ポジティブな意見・提案等

・にぎわい事業者は馬事業との連携があれば収支が成り立ち、事業化は出来る。

・馬事業ニーズは十分。

・にぎわい事業者は馬事業者と共同体にする提案が複数。

・駐車場台数は概ね了。

●ネガティブな意見・提案等

・自然環境保全ゾーンについてはにぎわい、馬とも活用アイデア案は出たが、ゾーン単独で

事業をしたいという事業者はなかった。

・にぎわい事業の事業提案は、公募条件や馬事業の条件整理がないと具体化しにくい。

• 栗東健康運動公園においては、全国的に収益性の観点から郊外の都市公園の
P-PFI事業でのにぎわい事業者の確保が難しくなっている中、馬事業を展開

することでにぎわい事業者にも参画意欲をもたらしていることを確認。

• これまでの考え方の市場性は確認出来たため、継続して事業を前に進めてい

く。

官民連携概念図

E 今後の進め方
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公園整備費(イニシャルコスト)の資金スキームについて（案）

従来のスキーム

市費

（起債含む）

50%＋α

国費
50%ーα

今回のスキーム

JRA支援
37%

国費
37%

2

P-PFI事業者

2%＋α

JRA支援、P-PFIを活用した整備をすることで

市費を抑制した整備を実現

市費（起債含む）
２４％ーα
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指定管理者栗東市

指定管理料・修繕費

指定管理事業者に払う費用については市一般会計からの持ち出し

開園後の維持管理経費（ランニングコスト）の資金スキームについて（案）

従来のスキーム
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今回のスキーム

開園後の維持管理経費（ランニングコスト）の資金スキームについて（案）

14

指定管理者

にぎわい事業者

栗東市

馬事業者

②土地・建物使用料

①指定管理料・修繕費

（①≦②＋α）を目指し取り組んでいく。
（①＞（②＋α）の時は不足額を市費にて補填となる見込み）

参画事業者

資金の循環



年度 ～R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

事業展開 基本計画 基本設計 基本設計 実施設計
工事

1年目
工事

2年目
工事

3年目
工事

4年目
開園

にぎわい施設

馬関連施設

その他公園施設

■実施設計■基本設計 ■土質調査

想定スケジュール（案）

※事業者公募の状況などで見直しが必要になることが考えられます。管理運営手法も同様です。

園路
広場
トレイル
駐車場

管理事務
所

植栽
遊具
外周柵

■基本計画

（基本構想）

運営

管理運営準備

準
備

■施設工事■施設設計

民間事業者が実施

民間事業者が実施

指定管理

■工事
1～2年目

■工事
3年目

■工事
4年目

■施設設計 ■施設工事

■市、内部
調整

■公開
サウンディ
ング調査

■事業者の
公募～選定

■造園詳細
設計

■事業スキーム・
公募方針の検討

■公募条件の整
理～公募等設置
指針策定

15

■事業者の
公募～選定

■事業者の
公募～選定

敷地造成、雨水排水
調整池、インフラ
電気・給水設備、雨水排水


